
訪問介護（生活援助中心型）サービスの算定については、「１人暮らし」「家族が疾病、または障害のため、利用者や家族が家事を行うことが困難な場合」「疾病、障害がない場合であっても、同様のやむを得ない事情により、家事が困難な場合」とされています。

本市では、平成２０年１月１１日新高（介）第９５５号により『同様のやむを得ない事情』の保険者判断を個々の利用者の状況に応じたケアマネジメントにより判断するため、該当する事例がある場合には事業所から関係書類の提出を求めております。

今回、生活援助サービスの利用にあたって、確認を行う際の様式として「確認シート」を作成しましたので、ご利用いただくとともに、保険者への確認を行う際に、この「確認シート」とアセスメント・支援経過等、経過状況が確認できる書類を添付の上、ご提出ください。

同居家族等がいる場合の訪問介護（生活援助中心型）サービスの取扱いについて








